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なりふり構わぬ囲い込み
ドコモよ、どこへ行く

データ通信低迷、番号ポータビリ勤……減収覚悟で何を狙う

Photo．KazuSakai

右肩上がリア成長しrきた房青曹題辞場己圧鮒をブランドカで奥紺青数を伸ばし、

薦が世の青書厨訝し丁きた〃TTドコモ

しかし、ここ最近ば挿増紗でKDロJに抜かれるをとそのブランドカにも影か差しつつある。

そのドコモにさらに届い打卓彦かけそぅj灯さ号ポ」タビリティJ紺が潜まる。

居間藤吉ごこの制度を厚い多くのユーザ」か僧掛こ移行する可膨僅か切らかにをったからた

「若者とシニア層を厨好せよノードコモのなりふり膳わぬ願穿瘡得攻＃が潜まっ丁いる。

ドコモぱとヱに行くのか…‥。

蕃
号
ポ
ー
タ
ピ
リ
■
て
「
が
火
付
け
役

始
ま
っ
た
原
宿
携
帯
電
鯨
戦
争

「
原
宿
戦
争
が
勃
発
」
1
。
2
月
か
ら

3
月
に
か
け
て
、
N
T
T
ド
コ
モ
と
K
D
D

I
（
a
u
）
の
携
帯
電
話
2
強
が
相
次
い
で
若

者
の
街
、
東
京
・
原
宿
に
ユ
ニ
ー
ク
な
新
店

舗
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

ド
コ
モ
は
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
番
親
を
手

が
け
る
有
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
共
同
で
立

ち
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

を
、
若
者
に
人
気
の
裏
原
宿
通
り
に
開
設
。

一
方
、
E
D
D
I
は
音
楽
ラ
イ
ブ
も
で
き
る

斬
新
な
複
合
施
設
「
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ

オ
」
で
迎
え
撃
つ
。
最
近
好
調
な
E
D
D
I

を
意
識
す
る
ド
コ
モ
。
そ
の
距
離
の
差
わ
ず

か
数
百
㍍
が
激
戦
を
物
語
っ
て
い
る
。

ド
コ
モ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
は
「
ダ
ッ
ト
エ
ム
寸

－
」
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
数
多
く
の
番

組
企
画
を
手
が
け
、
若
者
に
人
気
が
高
い
、

お
ち
ま
さ
と
氏
に
懇
願
し
て
立
ち
上
げ
た
。

D
O
C
O
M
O
（
ド
コ
モ
）
か
ら
O
C
O
（
C
O
2
＝

炭
酸
ガ
ス
）
を
抜
い
た
造
語
で
〝
息
抜
き
″
を

意
味
す
る
が
、
本
音
は
息
抜
き
ど
こ
ろ
で
は

な
い
状
態
だ
。

お
し
ゃ
れ
な
美
容
室
や
古
着
屋
が
立
ち

並
ぶ
裏
原
宿
通
り
の
店
舗
に
は
、
「
ド
コ
モ
」

の
ロ
ゴ
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
「
日
本

の
携
帯
電
話
を
引
っ
張
っ
て
き
た
の
は
ド
コ

モ
」
と
い
う
自
負
心
が
強
い
中
で
、
誇
り
高

い
ブ
ラ
ン
ド
を
あ
え
て
隠
し
た
。
「
ド
コ
モ
が

動
き
出
し
た
」
　
－
。
業
界
は
震
撼
し
た
。

日
本
の
携
帯
電
話
の
加
入
者
数
は
約
8
7

0
0
万
人
。
ざ
っ
と
3
人
に
2
人
以
上
が
持

ち
、
そ
の
う
ち
、
ド
コ
モ
の
シ
ェ
ア
は
約
6
0
％
。

シ
ェ
ア
2
位
a
u
の
2
・
5
倍
と
他
社
を
圧
倒

す
る
中
、
そ
の
強
さ
の
賜
物
は
長
年
築
い
て

き
た
「
ド
コ
モ
」
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
か
ら
だ
。

ド
コ
モ
が
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
陰
で
長
年

置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
の
が
、
1
0
代
後
半

か
ら
2
0
代
前
半
の
若
年
層
。
ド
コ
モ
は
中
高

年
層
や
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
が
下
支
え
す
る
構

図
を
築
く
中
で
、
携
帯
電
話
の
デ
ザ
イ
ン
や

カ
ラ
ー
は
無
難
な
も
の
ば
か
り
を
陳
列
す

る
安
定
志
向
に
突
入
。
ド
コ
モ
に
飽
き
足

ら
な
い
顧
客
は
次
々
と
a
u
に
移
っ
た
。
危

機
感
を
待
っ
た
ド
コ
モ
の
若
手
社
員
は
昨
年

夏
、
「
ド
コ
モ
で
普
段
考
え
ら
れ
な
い
も
の
を

打
ち
出
す
べ
き
」
と
の
声
を
上
げ
る
。
狙
い

は
原
宿
の
若
者
情
報
だ
。
ド
コ
モ
担
当
者

は
、
「
何
気
な
い
会
話
や
購
買
動
向
を
と
に

か
く
ド
コ
モ
本
部
に
も
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

市
場
調
査
を
再
三
依
頼
。
す
で
に
「
大
阪
や

福
岡
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
地
区
に
も
ダ
ッ
ト
エ
ム

オ
ー
の
新
店
舗
を
出
す
計
画
」
（
関
係
者
）
を

進
め
て
い
る
。

ド
コ
モ
が
焦
る
要
因
の
一
つ
に
、
今
秋
に

も
認
可
が
下
り
る
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

制
度
」
（
番
号
継
統
制
度
）
の
存
在
が
あ
る
。

本
格
化
す
る
の
は
来
年
以
降
だ
が
、
「
携
帯

電
話
事
業
者
を
変
更
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
る
電
話
番
号
を
そ
の
ま
ま
継

続
で
き
る
」
と
い
う
利
用
者
に
と
っ
て
は
な

ん
と
も
う
れ
し
い
制
度
だ
。
し
か
し
携
帯

事
業
者
、
特
に
最
大
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
る
ド

コ
モ
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
囲
い
込
み
の
最
大

の
防
護
壁
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
大
移
動

が
起
き
る
リ
ス
ク
要
因
と
も
な
り
か
ね
な

い
。
し
か
も
、
第
一
波
は
ド
コ
モ
が
弱
点
と

す
る
流
行
に
敏
感
な
若
年
層
と
の
見
方
は

多
く
、
そ
の
層
の
支
持
獲
得
が
緒
戦
を
制
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す
る
と
い
え
、
原
宿
は
ま
さ
に
ド
コ
モ
の
生

死
を
分
け
る
試
金
石
と
も
い
え
る
の
だ
。

こ
の
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
の
導
入

に
関
し
て
は
、
総
務
省
が
昨
年
実
施
し
た

「
携
帯
電
話
の
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
で
、
ド
コ
モ
幹
部

が
「
現
状
で
の
導
入
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
」
と
の
立
場
を
最
後
ま
で
主
張
。
繚
務

省
幹
部
や
有
識
者
か
ら
「
世
界
の
潮
流
に

逆
行
し
て
い
る
。
も
っ
と
顧
客
の
利
便
性
を

考
え
る
べ
き
」
と
一
喝
さ
れ
、
い
や
応
な
く

同
意
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
ん
な
ド
コ
モ

が
恐
れ
る
未
来
予
想
図
は
、
民
間
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
事
に
浮
か

び
上
が
っ
た
。
野
村
稔
研
が
昨
年
行
っ
た
調

査
で
は
、
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
1
ち
・
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
5
0
0
万
人
が
a
u
へ
移
行
す
る
半

面
、
ド
コ
モ
は
4
0
0
万
人
も
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果

に
つ
い
て
ド
コ
モ
幹
部
は
、
「
ま
さ
か
こ
こ
ま

で
と
は
正
直
思
わ
な
か
っ
た
。
現
実
が
そ

う
な
の
か
」
と
落
胆
を
隠
せ
な
い
様
子
だ
。

割
錮
H
鍔
帥
畏
絹
針
酎
針

ド
コ
モ
は
昨
年
来
、
集
中
し
て
若
年
層
の

開
い
込
み
と
い
ま
だ
開
拓
の
余
地
が
あ
る

シ
ニ
ア
層
の
需
要
拡
大
に
文
字
通
り
な
り

ふ
り
構
わ
な
い
顧
客
獲
得
戦
略
を
展
開
し

て
き
た
。
そ
の
象
徴
的
な
事
例
が
、
通
常

3
カ
月
の
短
期
集
中
で
実
施
さ
れ
る
若
割

り
、
シ
ニ
ア
割
り
と
い
う
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
、
な
ん
と
昨
年
度
は
一
年
間
継
続
し
た

こ
と
だ
。
都
内
某
所
の
携
帯
販
売
店
オ
ー

ナ
ー
は
、
「
数
字
上
は
ド
コ
モ
の
好
調
さ
が

日
立
つ
が
、
一
方
で
必
死
さ
が
感
じ
ら
れ

る
」
と
明
か
す
1

こ
の
オ
ー
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
何
よ
り
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
め
た
途
端
に
端
末
価
格
が

上
昇
し
、
顧
客
が
離
れ
る
こ
と
を
食
い
止

め
る
た
め
」
と
い
う
の
だ
。
携
帯
端
末
価
格

は
、
ド
コ
モ
サ
イ
ド
の
イ
ン
セ
ン
チ
イ
ブ
（
販
売

奨
励
金
）
の
圧
縮
で
高
値
止
ま
り
の
傾
向
に

あ
る
。
特
に
ド
コ
モ
が
契
約
変
更
を
推
進

す
る
F
O
M
A
は
、
ハ
イ
エ
ン
ド
の
9
0
1
i

シ
リ
ー
ズ
の
カ
タ
ロ
グ
価
格
が
約
7
万
円
と

い
う
高
額
端
末
だ
。
こ
れ
で
は
と
て
も
若

年
層
が
手
を
出
せ
る
代
物
で
は
な
い
。
こ
れ

を
若
割
り
や
2
台
目
端
末
の
セ
ッ
ト
割
り
、

F
O
M
A
へ
の
重
点
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
ポ
イ

ン
ト
制
度
で
実
に
2
万
円
前
後
に
価
格
を

落
ち
着
か
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
収
益
は
二
の

次
な
の
だ
。

さ
ら
に
F
O
M
A
の
通
信
料
金
で
の
収
益

確
保
を
狙
っ
た
ド
コ
モ
だ
が
、
a
u
や
ボ
ー
ダ

フ
ォ
ン
は
次
々
と
料
金
値
下
げ
を
断
行
。

料
金
値
下
げ
効
果
に
懐
疑
的
だ
っ
た
ド
コ
モ

も
他
社
に
屈
し
て
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
」
を

拡
充
。
グ
ル
ー
プ
内
の
通
話
料
割
引
率
を

10
％
ア
ッ
プ
の
3
0
％
に
し
た
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ

ス
用
な
ど
グ
ル
ー
プ
内
で
の
メ
ー
ル
送
受
信

を
無
料
化
し
た
。
結
局
は
料
金
値
下
げ
に

よ
る
囲
い
込
み
拡
充
が
前
期
決
算
で
初
の

減
収
減
益
に
つ
な
が
っ
た
。

若
年
層
の
顧
客
を
増
や
す
一
方
で
、
ド

コ
モ
を
支
え
て
き
た
安
定
収
益
を
期
待
で

き
る
A
R
P
U
（
一
人
当
た
り
の
月
間
利
用

料
収
入
）
の
高
い
優
良
顧
客
離
れ
を
加
速
さ

せ
る
。

実
際
、
ド
コ
モ
が
飯
の
種
と
し
て
き
た
A

R
P
U
は
四
半
期
ご
と
に
確
実
に
減
っ
て
い

る
。
昨
年
4
～
6
月
期
に
は
7
4
0
0
円

あ
っ
た
が
、
四
半
期
を
追
う
ご
と
に
7
～
9

月
期
が
7
3
4
0
円
、
1

0
～
1
2
月
期
が
7
1

7
0
円
と
減
少
し
た
。
今
年
1
～
3
月
期

は
横
ば
い
を
予
想
し
て
い
る
が
、
他
社
と
の

競
争
が
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
7
0
0
0
円

近
く
ま
で
早
期
に
減
少
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
画
像
の
や
り
取
り
も
で
き
て
パ
ケ

ッ
ト
料
金
が
高
い
F
O
M
A
へ
の
移
行
を
進

め
て
い
る
ド
コ
モ
は
、
当
然
A
R
P
U
も
上

が
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
料
金

値
下
げ
を
行
っ
た
こ
と
で
、
当
初
の
思
惑
と

は
違
っ
た
方
向
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。

そ
れ
は
決
算
数
字
に
も
顕
著
に
表
れ
て

い
る
。
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
営
業
利
益
は
0
5

年
3
月
期
適
期
で
初
の
減
少
に
転
じ
る
。

0
4
年
4
～
12
月
期
決
算
で
は
、
8
4
3
0
億

円
だ
っ
た
前
年
同
期
か
ら
約
1
0
％
減
の
7
5

1
4
億
円
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
そ
の
影
響

は
大
き
い
。
一
方
、
E
D
D
I
は
増
収
増
益

を
確
保
し
て
い
る
。
E
D
D
I
幹
部
は
「
ウ

チ
も
料
金
値
下
げ
を
多
く
し
て
い
る
が
、
増

益
は
確
保
し
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
減
益
に
し

て
ま
で
追
っ
か
け
て
く
る
ド
コ
モ
は
、
目
先

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
る
」
と

指
摘
す
る
。
ま
た
、
優
良
顧
客
の
中
か
ら

は
相
次
ぐ
ド
コ
モ
の
値
下
げ
に
端
を
発
し
、

「
ド
コ
モ
店
舗
の
応
対
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
感
じ
ら
れ
る
。
価
格
競
争
に
走
り
す

ぎ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
く
る
。

ド
コ
モ
の
焦
り
が
及
ぼ
す
弊
害
は
、
端
末

戦
略
に
も
広
が
る
。
「
F
O
M
A
9
0
0
i
」

シ
リ
ー
ズ
を
昨
年
2
月
に
市
場
投
入
し
て

か
ら
わ
ず
か
1
年
の
間
に
、
9
0
0
i
の
派

生
商
品
シ
リ
ー
ズ
、
9
0
1
i
シ
リ
ー
ズ
、

7
0
0
・
1
シ
リ
ー
ズ
と
F
O
M
A
機
種
を
4

シ
リ
ー
ズ
も
発
売
。
こ
の
ほ
か
に
m
O
V
a
も
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発
売
し
て
お
り
、
目
が
回
る
ほ
ど
の
ス
ピ
ー

ド
投
入
ぶ
り
に
端
末
メ
ー
カ
ー
の
疲
弊
感

は
募
り
、
投
資
回
収
も
難
し
い
。
F
O
M
A

の
一
端
未
の
開
発
に
か
か
る
費
用
は
約
1

0
0
億
円
と
巨
額
だ
。
端
末
メ
ー
カ
ー
に

対
し
て
ド
コ
モ
が
一
部
負
担
を
す
る
も
の

の
、
「
ド
コ
モ
が
開
発
費
を
い
つ
ま
で
も
持
つ

こ
と
は
な
い
。
メ
ー
カ
ー
の
自
助
努
力
を
迫

ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
端
末
メ
ー
カ
ー
の
幹

部
は
明
か
す
1
ま
た
、
「
開
発
期
間
が
短
す

ぎ
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
発
注
な
ど
に
余

裕
が
な
い
」
と
憤
り
を
見
せ
る
端
末
メ
ー
カ

ー
も
出
て
い
る
。
実
際
、
ド
コ
モ
は
端
末
を

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
複
数
の
端
末
メ
ー
カ
ー
が

一
斉
発
売
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
資
金
体

力
に
差
が
あ
る
下
位
端
末
メ
ー
カ
ー
で
は

1
～
2
カ
月
も
遅
延
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立

つ
。
「
ド
コ
モ
か
ら
開
発
仕
様
や
技
術
水
準

に
は
厳
し
い
要
求
が
つ
く
一
方
で
、
最
近
は

資
金
的
な
援
助
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
つ

い
て
い
く
の
に
必
死
だ
」
と
嘆
き
節
が
聞
こ

え
る
。

販
売
店
政
策
も
矢
継
ぎ
早
の
感
が
色
濃

い
。
ド
コ
モ
は
年
初
に
行
わ
れ
た
販
売
代
理

店
の
全
体
会
議
で
店
舗
改
装
を
急
に
指

示
。
入
り
や
す
い
店
舗
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
4
月
2
1
日
に
改
装
オ
ー
プ
ン
し
た
「
高

崎
中
央
店
」
を
は
じ
め
、
関
東
甲
信
越
の
全

豹
2
4
0
店
舗
の
「
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
2

年
内
を
め
ど
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
方
針
だ
。

た
だ
、
急
な
店
舗
改
装
の
費
用
は
基
本
的

に
代
理
店
持
ち
。
一
坪
2

0
万
円
と
し
て
1

0
0
坪
だ
と
2
0
0
0
万
円
。
決
し
て
安
く

な
い
出
費
に
不
平
不
満
は
多
い
。

将
来
は
無
理
強
い
さ
れ
た
端
末
メ
ー
カ

ー
や
販
売
代
理
店
が
ド
コ
モ
離
れ
を
加
速
。

a
u
や
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
へ
の
端
末
供
給
や
鞍
替

え
が
起
き
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

端
末
メ
ー
カ
ー
や
販
売
代
理
店
の
実
力
次

第
で
は
、
ド
コ
モ
か
ら
さ
ら
に
顧
客
流
出
が

拡
大
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

稼
ぐ
柱
を
無
く
し
た
ド
コ
モ
の

由
い
込
み
兼
は
♯
功
す
る
か

迷
走
す
る
ド
コ
モ
の
行
き
着
く
先
の
姿

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
4
月
2
7
日
、
N
T

T
ド
コ
モ
と
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
は
、
携
帯
電
話
を
使
っ
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
、
業
務
・
資
本
提
携

を
発
表
し
た
。
非
接
触
型
I
C
カ
ー
ド
技

術
『
F
e
l
I
C
a
（
フ
ェ
リ
カ
）
』
を
利
用
し

た
〝
お
サ
イ
フ
ケ
一
夕
イ
″
で
、
新
た
な
ク

レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
約
1
年
を
メ
ド
に
開

始
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

「
通
話
料
で
稼
げ
ず
、
F
O
M
A
を
核
と

し
た
パ
ケ
ッ
ト
通
信
の
拡
大
で
も
a
u
の
定

額
制
に
押
さ
れ
、
収
益
拡
大
の
目
論
見
が

崩
れ
た
ド
コ
モ
の
究
極
の
顧
客
囲
い
込
み

【知・つ・得・僧・報】
◎
W
O
R
D
S

耳
ッ
ポ
ロ
に
見
る
地
域
発
の
全
国
戦

略
】
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
で
は
、
独
自
の

調
査
デ
ー
タ
か
ら
対
象
と
な
る
層
や

製
品
に
対
す
る
許
容
度
が
大
き
い
消

費
者
が
多
い
地
域
か
ら
限
定
で
新
製

品
を
発
売
し
、
そ
の
反
応
か
ら
全
国

展
開
を
図
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
マ
ー

ケ
テ
イ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
昨
年
9
月
に
発
売
し

た
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
缶

入
り
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
「
シ
ン

グ
ル
メ
イ
ド
（
3
5
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、

1
5
0
円
）
」
は
大
阪
な
ど
近
畿
二
府

四
県
限
定
で
先
行
発
売
し
た
。
同

社
に
よ
る
と
販
売
地
域
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
層
で
あ
る
女
性
が
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ワ
イ
ン
に
近
い
チ
ュ
ー
ハ
イ
、
カ
ク

テ
ル
の
飲
用
率
の
高
い
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
で
、
こ
こ
で
の
販
売
が
成

功
す
れ
ば
「
全
国
的
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
」
（
同
社
）
と
考
え
た
。
実
際

に
商
品
は
8
万
4
0
0
0
ケ
ー
ス
を

売
り
、
今
年
2
月
未
に
は
販
売
を
一

旦
終
了
。
夏
を
め
ど
に
全
国
販
売
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

第
3
の
ビ
ー
ル
で
あ
る
「
ド
ラ
フ
ト

ワ
ン
」
で
も
、
ま
ず
福
岡
、
佐
賀
、
長

崎
、
大
分
の
九
州
四
県
で
限
定
発
売

し
た
。
同
地
区
の
人
が
、
品
種
を
問

わ
ず
、
ど
ん
な
お
酒
で
も
受
け
入
れ

る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め

で
、
エ
ン
ド
ウ
豆
で
作
っ
た
新
し
い
ビ

ー
ル
で
も
抵
抗
感
が
少
な
い
と
考
え

た
の
が
そ
の
理
由
だ
。
限
定
販
売
期

間
に
は
2
2
万
ケ
ー
ス
（
一
ケ
ー
ス
は

大
瓶
20
本
）
を
売
り
、
半
年
後
に
は

全
国
に
展
開
。
そ
の
後
一
年
で
累
計

2
0
0
0
万
ケ
ー
ス
を
販
売
す
る
ヒ

ッ
ト
商
品
に
な
っ
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
で
は
「
お
客
の
ニ
ー
ズ
を

い
か
に
作
り
出
す
か
」
と
い
う
経
営

方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
マ

ー
ケ
テ
イ
ン
グ
は
新
製
品
の
全
国
展

開
に
向
け
て
価
格
決
定
や
版
売
動

向
に
有
効
な
方
法
と
み
て
、
今
後
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
の
活
性
化

策
】
　
秋
葉
原
電
気
街
振
興
会
で
は

東
芝
な
ど
の
家
電
メ
ー
カ
ー
と
組

み
、
0
2
年
か
ら
独
自
デ
ザ
イ
ン
の
冷

蔵
庫
や
洗
鴻
機
な
ど
白
も
の
家
電

を
中
心
と
し
た
秋
葉
原
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
坂
元
し
て
い
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
調
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
を
全
面
に
出
し
た
の
が
特
徴
。
商

品
の
中
心
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
者
だ
が
、

日
本
語
に
加
え
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
の
説
明
書
も
付
け
る
こ
と
で

海
外
か
ら
の
観
光
者
や
在
日
外
国

人
の
購
入
も
狙
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
「
家
電
の
街
」
の
印
象
が

強
か
っ
た
秋
葉
原
だ
が
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
事
に
加
え
、

量
販
店
な
ど
の
攻
勢
も
あ
り
、
地
域

内
に
軒
を
連
ね
る
販
売
店
も
苦
し
い

状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
「
秋
葉
原
市

場
の
活
性
化
と
集
客
の
呼
び
水
に
な

れ
ば
」
（
振
興
会
）
と
の
思
い
か
ら
地

域
限
定
商
品
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

現
在
、
秋
兼
原
の
お
よ
そ
4
0
の
店

が
販
売
し
て
お
り
、
坂
元
実
績
は
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
も
の
の
、
「
秋
葉

原
限
定
に
加
え
、
デ
ザ
イ
ン
が
良
い

と
貰
う
若
い
人
が
多
い
」
（
岡
）
こ
と

か
ら
、
反
応
も
上
々
だ
と
い
う
。

策
」
。
ド
コ
モ
の
端
末
販
売
を
手
掛
け
る
あ

る
オ
ー
ナ
ー
は
、
ド
コ
モ
の
今
回
の
戦
略
を

こ
う
評
す
る
。
ど
う
顧
客
の
囲
い
込
み
に

つ
な
が
る
の
か
。
つ
ま
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
機

能
を
持
つ
携
帯
端
末
を
拡
充
し
利
用
顧
客

を
若
年
層
か
ら
シ
ニ
ア
層
に
ま
で
底
辺
を

広
げ
、
独
自
の
決
済
機
能
を
構
築
す
る
こ

と
で
ド
コ
モ
端
末
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
縛

り
を
か
け
る
こ
と
だ
。

携
帯
端
末
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た

顧
客
は
、
決
済
が
滞
れ
ば
端
末
利
用
が
止

め
ら
れ
る
恐
れ
が
出
て
く
る
。
特
に
若
年

層
に
と
っ
て
は
携
帯
端
末
が
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
決
済
額
な

ら
無
理
を
し
て
で
も
支
払
う
だ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
焦
げ
付
く
可
能
性

が
低
い
わ
け
だ
。
し
か
も
ド
コ
モ
に
は
、
何

も
し
な
い
で
莫
大
な
決
済
手
数
料
が
手
に

入
る
公
算
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ン
バ

ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
実
施
さ
れ
て
も
、
こ

う
し
た
縛
り
を
か
け
る
こ
と
で
、
他
の
キ

ャ
リ
ア
へ
の
乗
り
換
え
も
防
止
で
き
る
わ

け
だ
。し

か
し
こ
う
し
た
ド
コ
モ
の
戦
略
が
目

論
見
通
り
に
推
移
す
る
の
か
は
未
知
数

だ
。
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
で
き
る
携
帯
端

末
は
3
月
末
で
約
3
0
0
万
自
存
在
す
る

が
、
実
際
の
電
子
マ
ネ
ー
利
用
者
は
約
5
0

万
人
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
は
た
し
て
携

帯
端
末
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
ど
れ

だ
け
広
が
る
の
か
は
未
知
数
だ
。

間
違
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
ド
コ
モ
の
目

算
が
外
れ
た
場
合
の
打
撃
は
計
り
知
れ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
①
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